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各ふ四
月

わ
れ
ま

し
い
日

新
、
分

田
か
ら

ま
し
た

春
な

例
拳

魃
錮
軋

⑩
咎
繹
躙
晰

二
十
九
日
春
季
例
祭
が
行

し
た
。
五
月
晴
れ
の
清
々

と
な
り
、
上
田
島
、
羽
根

田
、
鵜
坂
、
田
島
、
上
轡

獅
子
や
神
輿
が
奉
納
さ
れ

神
輿
の
回
上
は
、
小
学
生
が
元

気
よ
く
読
み
上
げ
て
大
き
な
拍
手

を
受
け
、
一
幕
を
奉
納
し
ま
し
た
。

今
年
も
良
い
年
で
豊
作
で
あ
り

ま
す
よ
う
に
と
お
祈
り
し
ま
し

た
。

青空に映える越乃大社 鵜坂神社

獅子舞い奉納 祭りに参列された皆さん

李
桜
も
葉
桜
と
な
り
、
新
緑
が
眩

し
く
感
じ
ら
れ
る
六
月

一
日
（土
）

十
四
時
よ
り
、
氏
子
総
代
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

岡
村
奉
賛
会
会
長
の
挨
拶
後
、

議
事
が
進
行
さ
れ
ま
し
た
。

議
事

一　
・平
成
二
十
年
度
決
算
報
告
書

二

・平
成
二
十

一
年
度
社
寺
運
営

計
画

祭
礼

大
祭例

大
祭
　
四
月
二
十
九
日

除
蛙
祭
　
夏
祭
　
エハ
月
十
六
日

新
嘗
祭
　
大
麻

・
神
符
頒
布
祭

十

一
月
二
十
三
日

祈
年
祭
　
鎮
火
祭

二
月
二
十
三
日

中
祭元

旦
祭

　
一
月

一
日

元
始
祭
　
一
月
二
日

建
国
祭
　
一
一月
十

一
日

顕
彰
祭

・
慰
霊
祭
六
月
十
六
日

明
治
祭
　
十

一
月
二
日

天
皇
祭
　
一
一月
二
十
三
日

小
祭毎

月
二
十
三
日
　
月
次
祭

大
祓
　
　
エハ
月
二
十
日

十
二
月
二
十
日

除
夜
祭
　
十
二
月
二
十

一
日

目
拝
　
毎
日
朝
夕

三

・令
和
元
年
社
寺
役
員
選
任

新
し
く
副
会
長
と
し
て
野
村
信

孝
、
蒲
田
政
彦
両
氏
が
選
ば
れ
ま

し
た
。・令

和
元
年
予
算
審
議

・境
内
清
掃
区
分
図

。そ
の
他
と
し
て

奉
賛
会
規
約
作
り
。
平
殿
修
繕

予
算
が
で
き
て
来
そ
う
な
の
で
、

見
積
も
り
を
取
り
、
少
し
進
め
た

い
。
境
内
の
草
取
り
が
大
変
な
の

で
、除
草
剤
を
散
布
し
て
欲
し
い
、

な
ど
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

上
記
の
議
事
が
す
べ
て
承
認
さ

れ
、
直
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

編
　
集
　
後
　
記

令
和
元
年
と
い
う
新
し
い
時
代

に
、
由
緒
あ
る
鵜
坂
神
社
の
奉
賛

会
よ
り
、
い
ろ
ん
な
情
報
を
お
知

ら
せ
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

奉
賛
会
広
報
係
　
蒲
田
政
彦

華
一恭

権
発

蚕

六 五 四

菫
菫
甕

岡村会長の挨拶を聞く各自治会長さん


